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文学部 

卒業認定・学位授与の方針 DP（ディプロマ・ポリシー） 

◆人材育成の目的・学位授与の方針

文学部は、学士課程教育において、人文・社会科学諸分野を横断する包括的・総合的な教育・研究を展開し、

「創造的な知性をもって自ら課題を発見し解決する実践的な能力及び現代を生きる人間に必要なグローバルな

視野と市民的公共心を備え、他者と共有、共感しあい、社会や心の豊かさを探求することができる」人材の育成

を目標としています。このことを踏まえ、教養教育にて修得する幅広い分野の知識を素地とし、各コースにおい

て修得する分野の特性に応じた知識・能力に基づいて本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育

課程を学修し、所定の単位を修得した人に学士（文学）の学位を授与します。 

○人間科学コース

人文科学科人間科学コースは、人間や人間関係についての知見を持ち、目先の利害にとらわれず、教養ある批

判的判断のできる人材の育成を目標とするとともに、それぞれの履修モデルの特性を活かして、論理的判断力（哲

学）や実証的判断力（心理学）を養い、問題解決への柔軟で大胆な発想をすることができ、状況に応じた行動が

とれる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された

教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与し

ます。 

・人間科学（哲学・心理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。

・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道

立てて批判的に検討することができる。

・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、

広い視野から物事を理解・考察することができる。

○社会人間学コース

人文科学科社会人間学コースは、「社会的存在としての人間」という認識から出発し、人間と人間を取り巻く社

会的現象にかかわる人材の育成を目標とします。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・

実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学

位を授与します。 

・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案

することができる。

・論理的思考や学外での調査などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討する

ことができる。

・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、

広い視野から物事を理解・考察することができる。

○地域科学コース

人文科学科地域科学コースは、「地域社会の生活主体としての人間」という観点から、人間とその地域的環境

（社会文化的・自然的環境）について多面的・有機的に理解を深め、現代の地域社会が抱える諸問題の解決に実

践的に取り組む人材の育成を目標とします。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施

された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を

授与します。 
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 ・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案す

ることができる。 

 ・論理的思考、実験による分析、学外での調査や実習などを通じて、柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道

立てて批判的に検討することができる。 

 ・外国語の文献を読解する能力を持ち、異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、

広い視野から物事を理解・考察することができる。 

 

○歴史資料学コース 

人文科学科歴史資料学コースは、文献史料や考古資料を的確な手法・技術で調査・分析する作業を通じて過去

の歴史を読み解き、さらに人間や社会について真摯に考察するとともに、現代を含めた時代の本質を正しく理解

したうえで現代社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を目指しています。このことを踏まえ、本学が定

める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を

身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。 

 ・日本史学・考古学に関する専門的な知識や理論、技術を駆使して、主体的に史資料を調査・収集し、的確に

分析・論述することができる。 

 ・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言

や議論、解決方法の提示を行うことができる。 

 ・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察するこ

とができる。 

 

○超域歴史学コース 

人文科学科超域歴史学コースは、史料の総合的分析力に依拠した論理的実証力を基礎に、アジアと欧米の歴史

展開や社会思想を地域横断的かつ総合的に分析・討論することを通じて、異なる社会や文化に対する理解を深め、

広い視野と柔軟な思考力をもって現代社会の諸問題に対応し、発言できる人材の育成を目指しています。このこ

とを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以

下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。 

 ・アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学に関する専門的な知識や理論、外国語（欧米諸語、漢文、中国

語等）運用能力を駆使して、主体的に史料を調査・収集し、的確に分析・論述することができる。 

 ・歴史学全般の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する諸問題に対して、発言

や議論、解決方法の提示を行うことができる。 

 ・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解・考察するこ

とができる。 

 

○東アジア言語文化学コース 

人文科学科東アジア言語文化学コースは、東アジアの伝統文化や現代的課題に対して幅広い目配りの出来る豊

かな専門的知識と理解力を修得し、東アジアの言語や文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成果

を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成す

べく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文

学）の学位を授与します。 

 ・東アジアの言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。 

 ・東アジアの言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。 

 ・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。 
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○欧米言語文化学コース 

人文科学科欧米言語文化学コースは、英語、独語、仏語の実践的な運用能力を高めるとともに、各言語圏の言

語、文学、文化、社会についての知見を幅広く獲得し、自国の文化や制度に対する相対的な視点を持ち、英語、

独語、仏語やそれらの言語による文学、文化に関して新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる

能力を獲得することを目指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施され

た教育課程において、所定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与

します。 

・欧米の言語や文学、文化の基本的概念・理論について説明できる。 

 ・欧米の言語や文学、文化に関する知見を用いて、今日的課題を見出し、解決法を提案できる。 

 ・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。 

  

○多言語文化学コース 

人文科学科多言語文化学コースは、異文化接触がもたらす文化変容、もしくは人類の言語文化及びその精華で

ある文学作品の諸相に関して、その相互作用を複眼的・国際的に考察する視野を持ち、比較文学、国際文化学の

視座から新たな課題を発見、解決し、その成果を的確に表現できる能力を獲得することを目指しています。この

ことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所定の単位を修得し、

以下に示す資質・能力を身に付けた者に学位（文学）を授与します。 

 ・比較文学・比較文化、国際文化学の基本的概念・理論について説明できる。 

 ・比較文学・比較文化、国際文化学に関する知見を用いて、今日的課題を発見し、解決法を提案できる。 

 ・明晰な論理と説得力ある表現とを用いて事実や意見を伝えることができる。 

 

○現代文化資源学コース 

人文科学科現代文化資源学コースは、有形・無形のさまざまな文化資源を収集・整理・分析する能力、外国語

運用能力、メディア運用能力を養成することで、文化資源の持つ多面的な価値を理解し、次世代が活用しうる資

源として発信できる能力を高め、価値の多様化が進む現代社会において新たな価値を創造できる人材の育成を目

指しています。このことを踏まえ、本学が定める学修成果を達成すべく編成・実施された教育課程において、所

定の単位を修得し、以下に示す資質・能力を身に付けた者に学士（文学）の学位を授与します。 

 ・地域固有の文化を記録することについて深い関心を持ち、記録のもつ価値についてわかりやすく説明できる。 

 ・異文化交流・国際交流に関心を持ち、文化的背景の異なる人に対して、自分の知っている文化について伝え

ることができる。 

 ・情報メディアを通じて、画像・動画や音声を含む文化に関するさまざまな資料を活用しやすい形で発信でき

る。 
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学修成果 

豊かな教養 

○人間科学コース 社会人間学コース 地域科学コース 東アジア言語文化学コース 欧米言語文化学コース 

 多言語文化学コース 

 ・文化や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っている。 

○歴史資料学コース 超域歴史学コース 

 ・歴史や文化・社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っている。 

○現代文化資源学コース 

 ・人や社会、自然や生命に関する高い関心と一般的理解を持っている。 

 

確かな専門性 

○人間科学コース 

 ・人間科学（哲学・心理学）の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・人間科学（哲学・心理学）における研究手法を使用することができる。 

 ・人間科学（哲学・心理学）の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができる。 

○社会人間学コース 

 ・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）における研究手法を使用することができる。 

 ・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができ

る。 

○地域科学コース 

 ・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）における研究手法を使用することができる。 

 ・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができる。 

○歴史資料学コース 

 ・歴史学の基本的理論・概念について理解し、説明することができる。 

 ・日本史学・考古学の専門的な知識や理論、概念について理解し、説明することができる。 

 ・日本史学については古文書・古記録を整理・読解・分析する専門的な能力を持つことができる。 

 ・考古学については遺跡・遺構・遺物を調査・整理・分析する専門的な能力を持つことができる。 

 ・日本史学・考古学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調査・収集ができる。 

 ・日本史学・考古学に関連した専門性の高い学術論文を読解することができる。 

 ・日本史学・考古学に関する確かな専門性に基づき、柔軟な発想と論理的思考、説得力のある表現を用いて学

術的文章を作成することができる。 

○超域歴史学コース 

 ・歴史学（アジア史・西洋史・近現代社会思想史）の基本的理論・概念について理解し、説明することができ

る。 

 ・歴史学の専門的な知識や理論、概念について理解し、説明することができる。 

 ・歴史学における研究手法を使用することができる。 

 ・歴史学研究に必要な最新動向や情報を、主体的に調査・収集ができる。 

 ・歴史学に関連した抽象度の高い学術論文を読解することができる。 

 ・歴史学研究に必要な外国語文献（英語、漢籍、中国語等）を読解できる。 

○東アジア言語文化学コース 
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 ・東アジアの言語や文学、文化の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・東アジアの言語や文学、文化における研究手法を使用することができる。 

 ・東アジアの言語や文学、文化の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができる。 

○欧米言語文化学コース 

 ・欧米の言語や文学、文化の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・欧米の言語や文学、文化における研究手法を使用することができる。 

 ・欧米の言語や文学、文化の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができる。 

○多言語文化学コース 

 ・比較文学・比較文化、国際文化学の基本的理論・概念について説明することができる。 

 ・比較文学・比較文化、国際文化学における研究手法を使用することができる。 

 ・文学・文化の最新動向について様々な情報源から自律的に学ぶことができる。 

○現代文化資源学コース 

 ・現代文化資源学の基本的理論・概念を説明できる。 

 ・現代文化資源学における研究手法を使用することができる。 

 ・現代文化資源学の最新動向について自律的に学ぶことができる。 

 ・現代文化資源に関連する身近な問題に関心を持ち、課題を抽出し、具体的な解決法を提案できる。 

 ・地域固有の文化について関心を持ち、資料を収集し、適切な方法で整理して記録することができる。 

 ・地域固有の文化の特徴をより広い視点から説明することができる。 

 ・文化についての資料を収集する目的をわかりやすく説明した上で、協力者を探し、フィールドワーク調査を

実施することができる。 

 

創造的な知性 

○人間科学コース 

 ・人間科学（哲学・心理学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。 

○社会人間学コース 

 ・社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案

することができる。 

○地域科学コース 

 ・地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）における知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案す

ることができる。 

○歴史資料学コース 

 ・歴史学全般及び日本史学・考古学の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代社会が直面する

諸問題に対して、発言や議論、解決方法を提案することができる。 

○超域歴史学コース 

 ・歴史学（アジア史・西洋史・近現代社会思想史）の知識や思考方法を参照しつつ、自ら課題を発見し、現代

社会が直面する諸問題に対して、発言や議論、解決方法を提案することができる。 

○東アジア言語文化学コース 

 ・東アジアの言語や文学、文化に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができ

る。 

○欧米言語文化学コース 

 ・欧米の言語や文学、文化に関する知見を用いて、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。 

○多言語文化学コース 
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 ・比較文学・比較文化、国際文化学を応用して、現実の課題を見出し、解決方法を提案することができる。 

○現代文化資源学コース 

 ・固有の文化を尊重するだけでなく、次の世代が活用しうる文化資源として捉え直すことができる。 

 

社会的な実践力 

○人間科学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

○社会人間学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

 ・社会に参加し、他者との対話や協力をつうじて課題解決に貢献することができる。 

○地域科学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

 ・社会に参加し意欲的に適応でき、公共心を持って行動できる。 

○歴史資料学コース 

 ・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、過去の社会との比較を通じて、現代社会を批判的に検証し、相対化する

ことができる。 

 ・文化財の保護・活用及び博物館活動に寄与することができる。 

○超域歴史学コース 

 ・柔軟かつ論理的な思考力を基盤に、過去の社会との比較を通じて、現代社会を批判的に検証し、相対化する

ことができる。 

 ・市民社会の一員として、人権問題や社会的マイノリティにかかる問題に理解と関心を持つことができる。 

○東アジア言語文化学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

○欧米言語文化学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

○多言語文化学コース 

 ・柔軟に発想し、かつ物事を論理的に筋道立てて批判的に検討することができる。 

 ・社会に参加し意欲的に適応でき、公共心をもって行動できる。 

○現代文化資源学コース 

 ・地域固有の文化の現状とその地域の事情を把握した上で、地域固有の文化を将来どのように活用できるかを

わかりやすく提案することができる。 

 ・多様な価値の存在を認識し、価値観の違いが生み出す問題をどのように回避できるかを提案することができ

る。 

 

グローバルな視野 

○人間科学コース 社会人間学コース 地域科学コース 超域歴史学コース 東アジア言語文化学コース 

 欧米言語文化学コース 

 ・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解できる。 

 ・外国語の文献を読解することができる。 

○歴史資料学コース 

 ・異なる社会や文化、異文化交流や国際交流に関心と深い理解を持ち、広い視野から物事を理解できる。 

○多言語文化学コース 
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 ・異文化理解や国際交流に関心を持ち、広い視野から物事を理解できる。 

 ・複数の外国語の文献を読解することができる。 

 ・外国語による基本的な対話や簡単なプレゼンテーションを行うことができる。 

○現代文化資源学コース 

 ・地域固有の文化がどのように資源として活用されているかという観点から、諸外国の事情に関心を持ち、情

報を収集することができる。 

 ・日本の地域固有の文化について、文化的背景の異なる人々がどのような関心を持っているかに注意を払い、

適切に情報を発信することができる。 

 

情報通信技術の活用力 

○各コース共通 

 ・インターネットを活用して情報の収集や的確な分析及びコミュニケーションを行うことができる。 

○現代文化資源学コース 

 ・デジタルアーカイブの概念について理解し、さまざまなデジタルアーカイブを活用できる。 

 ・デジタルアーカイブの仕組みについて理解し、目的に応じたデジタルアーカイブを立案できる。 

 

汎用的な知力 

○人間科学コース 

 ・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や意見を伝えることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

○社会人間学コース 

 ・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や意見を伝えることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

○地域科学コース 

 ・相手を理解し、相手に分かりやすく、相手の関心を惹き付ける話し方で、情報や意見を伝えて、よい対人関

係を作ることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

 ・常に向上心を持って自己開発能力、キャリア開発能力を発揮することができる。 

○歴史資料学コース 

 ・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつけるような話し方で、意見や情報を伝え、他者と議論やコミュニ

ケーションをすることができる。 

 ・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説得力のある明晰な文章を作成することができる。 

 ・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作業、議論によって、問題解決を図ることができる。 

○超域歴史学コース 

 ・相手にわかりやすく、相手の関心を引きつけるような話し方で、意見や情報を伝え、相手と議論やコミュニ

ケーションをすることができる。 

 ・豊かな表現力と明解な論理・構成力を用いて、説得力のある明晰な文章を作成することができる。 

 ・共通の課題に対してチームで取り組み、共同作業（議論）によって、問題解決を図ることができる。 

○東アジア言語文化学コース 

 ・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や意見を伝えることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

○欧米言語文化学コース 
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 ・相手に分かりやすく、相手の関心を惹きつける話し方で、情報や意見を伝えることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

○多言語文化学コース 

 ・相手を理解し、相手に分かりやすく、相手の関心を惹き付ける話し方で、情報や意見を伝えて、よい対人関

係を作ることができる。 

 ・明晰な理論の筋道と説得力のある表現を用いて、文章を作成することができる。 

 ・常に向上心を持って自己開発能力、キャリア開発能力を発揮することができる。 

○現代文化資源学コース 

 ・ロジカルシンキング、クリティカルシンキングができる。 

 ・向上心を常に持ち、自発的に自らの能力及びキャリアの開発ができる。 
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教育課程編成・実施の方針 CP（カリキュラム・ポリシー） 

①教育課程編成の方針 

文学部は、現代の人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、人間の言語・文化のあり方を論理的に分析できる

人材を養成するために、各コースの学問体系を基盤とした教育課程を編成しています。１年次には、幅広い知識

や多様な考え方・アプローチ・方法を獲得・理解するための教養教育科目ならびに文学部で開講する各学問領域

の基礎的専門科目を全て履修できるようにし、２年次に全てのコースから配属先を選択できるように配置します。

３・４年次には、高度な専門的授業科目を置き、将来の進路に即した科目履修を保証するように編成しています。 

そのため、各コースが挙げる体系性、段階性、個別化（進路への対応）をもとにカリキュラムを編成していま

す。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○人間科学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：人間科学（哲学・心理学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次には人間科学（哲学・

心理学）の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即

した科目履修を保証するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○社会人間学コース 
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①教育課程編成の方針 

体系性：社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３・４年次には社会人間学（倫理学・社会学・文化人類学）の専門的な授業科目と卒業

論文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成し

ています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習や実習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施

します。 

 

○地域科学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３・４年次には地域科学（地域社会学・民俗学・地理学）の専門的な授業科目と卒業論

文に至る課題達成型の授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成して

います。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○歴史資料学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：日本史学・考古学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 
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個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはより高度な専門的

な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○超域歴史学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：アジア史学・西洋史学・近現代社会思想史学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：２年次より履修モデルに即した基礎的な専門科目を、３・４年次にはより高度な専門的

な授業科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○東アジア言語文化学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：日本語日本文学及び中国語中国文学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３・４年次には日本語日本文学及び中国語中国文学の専門的な授業科目と卒業論文に至

る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成していま

す。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり
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となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○欧米言語文化学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文学）の学問体系を基盤として教育課程を編成して

います。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３・４年次には欧米言語文学（英語英米文学・独語独文学・仏語仏文学）の専門的な授

業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証

するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、筆記試験、レポート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評

価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○多言語文化学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：比較文学及び国際文化学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３、４年次には比較文学、もしくは国際文化学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課

題達成型の授業科目を配置し、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 
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カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 

 

○現代文化資源学コース 

①教育課程編成の方針 

体系性：現代文化資源学の学問体系を基盤として教育課程を編成しています。 

段階性：基礎的な科目から学年進行に沿って応用的・発展的な科目を学修するよう編成しています。 

個別化（進路への対応）：３・４年次には現代文化資源学の専門的な授業科目と卒業論文に至る課題達成型の授業

科目を置き、専門職への就職あるいは進学に即した科目履修を保証するよう編成しています。 

 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

 授業は、知識を伝えることはもちろん、そこから学生自身が何かを感じ取り、問題を見つけるための手掛かり

となることを主眼とします。一人ひとりが「感じ（問題発見）、自ら調べ（資料収集・調査）、考えて（分析・考

察）、表現する（まとめる）」、それを教員がサポートします。 

 

③学修成果の評価の方針 

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA 及び外部試験の得点等

を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を測定・評価します。 

学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに示す学修目標等の達成状況から、筆記試験、レポ

ート試験、演習等への積極的な参加等によるものとし、評価は、科目の特性に応じて公正かつ的確に実施します。 
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入学者受入れの方針 AP（アドミッション・ポリシー） 

◆求める学生像 

文学部では次のような人を求めます。 

 1.これまでに幅広く学習に取り組み、本学部の授業を受けることができる学力を有する人。 

 2.人間・社会のあり方、歴史社会のあり方、人間の言語・文化のあり方、現代社会の課題解決に関心が高い人。 

 3.専門的知識の修得に意欲を持ち、修得した知識・能力を将来の進路に活かそうとする意欲が高い人。 

 

◆入学者選抜の基本方針 

 文学部では、アドミッション・ポリシーに適合する人材を選抜するために、一般選抜、学校推薦型選抜Ⅰ及び

総合型選抜Ⅰ（私費外国人留学生対象）を実施し、多様な人材を積極的に受け入れることを目指しています。 

 ・一般選抜（前期日程）では、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等の能力」については、大学入学

共通テストを課し、高等学校の教育課程の教科・科目に関する基礎的・総合的な学力・能力を評価するとと

もに、個別学力検査では、国語及び外国語を課し、入学後の学修により密接に関わる教科・科目についてよ

り深い知識と論理的な思考力及び表現力を総合的に評価します。また、「主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度」については、調査書により評価し、それらの結果から入学者を選抜します。（詳細は入学者選

抜要項、学生募集要項を参照） 

 ・一般選抜（後期日程）では、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等の能力」については、大学入学

共通テストを課し、高等学校の教育課程の教科・科目に関する基礎的・総合的な学力・能力を評価するとと

もに、個別学力検査では、小論文を課し、入学後の学修により密接に関わる教科・科目についてより深い知

識と論理的な思考力及び表現力を総合的に評価します。また、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」については、調査書により評価し、それらの結果から入学者を選抜します。（詳細は入学者選抜要項、

学生募集要項を参照） 

 ・学校推薦型選抜Ⅰでは、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等の能力」及び「主体性を持って多様な人々

と協働して学ぶ態度」については、出願書類による審査、小論文及び面接を課し、学力・能力、勉学意欲及

び志望動機を総合的に評価し、それらの結果から入学者を選抜します。（詳細は入学者選抜要項、学生募集要

項を参照） 

 ・総合型選抜Ⅰ（私費外国人留学生対象）では、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等の能力」及び「主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」については、日本学生支援機構が実施する日本留学試験、小

論文及び面接を課し、本学入学後の学修に必要な基礎的知識及び日本語能力を評価するとともに、論理的な

思考力、表現力、勉学意欲及び志望動機を総合的に評価し、それらの結果から入学者を選抜します。（詳細は

入学者選抜要項、学生募集要項を参照） 

 


